
 平成 17年度（2005年 4月～2006年 3月） 

 関西 

第 16回 

（7月 23日） 

ウイングス京都 

古代の社叢・寺林・墓林
和田 萃（社叢学会監事・京都

教育大学教授） 

第 17回 

（9月 24日） 

ビル葆光 

照葉樹林の語源と照葉樹林の種多様性 服部 保（兵庫県立大学教授）

第18回 

（11月 26日） 

伏見稲荷大社 

歴史的な緑の現状と保全活用のあり方

上甫木 昭春（社叢学会理事・

大阪府立大学大学院農学生命

科学研究科教授） 

日本の村にはなぜ森があるのか 
上田 篤（社叢学会副理事長・

京都精華大学名誉教授） 第 19回 

（1月 28日） 

ビル葆光 

鎮
守
の
森
の
歴
史
と
現
在

鎮守の森は今どうなっているか 

～向日神社の森での活動から～ 

上田 昌弘 

（鎮守の森の会主宰） 

第 20回 

（3月 25日） 

伏見稲荷大社 

伝統文化の見直し 

～繋がれた世界

神部 四郎次 

（修成建設専門学校特担講師）

  

 関東（開催場所は國學院大学 第 16回は大宮八幡宮） 

第 15回 

（4月 23日） 
三鷹市の社叢分布と樹種構成

濱野 周泰（社叢学会理事・東京

農業大学地域環境科助教授） 

第 16回 

（７月23日） 

社叢の風致と風致地区のまちづくり

－大宮八幡と井草八幡― 

中島 直人（東京大学助手） 

青木 いづみ（東京農業大学助手）



第17回 

（10月 29日） 
千葉県の社叢について

原 正利（千葉県立中央博物館環

境科学研究科長） 

第 18回 

12月 17日 

諏訪大社の祭りに関わる木・森の社

会的・宗教的位置づけ

島田 潔（國學院大學日本文化研

究所兼任講師） 

第 19回 

2 月 25日 

住民の生活と河川環境にかかわる神

事・祭礼に関する一考察

深田 伊佐夫（立正佼成会青梅錬

成道場長） 

三阪 和弘（東京大学大学院工学

系研究科研究員） 

  

 中部 

美濃の国府と一宮 宇都宮 精秀（南宮大社宮司） 

金華山の森を守る
川瀬 健一 

（金華山国有林保護管理協議会事務局長）

第５回 

（5月 7日） 

伊奈波神社 

伊奈波神社の社叢 東 道人（伊奈波神社宮司） 

平林 成元（諏訪神社下社秋宮宮司） 
第６回 

（7月 23日） 

諏訪神社 

下社秋宮 

諏訪大社の社叢と御柱祭

宮坂 源治（御柱の森を育む会会長） 

中野 幸彦（多賀大社宮司） 第７回 

（10月 8日） 

多賀大社 

多賀大社の社叢について

野間 直彦（滋賀県立大學講師） 

打田 文博（小國神社宮司） 第 8回 

（3月 11日） 

小國神社 

小國神社の社叢について

正木 伸之（樹木医・正木樹芸研究所） 

 

 


